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木下庸子

「都市デザインチーム」設立の背景

　2005年（平成17年）4月1日に独

立行政法人都市再生機構（以下UR

都市機構）の本社内に「都市デザイ

ンチーム」が発足した。2005年は都

市機構発足1周年、そしてその前身

である日本住宅公団（以下公団）発

足50周年にあたる重要な年であっ

た。私、木下庸子は都市デザインチ

ームの初代のチームリーダーとして

UR都市機構の一員として招かれ、

他数名のチームメンバーと共に都市

デザインチームの活動を行っている。

　公団は1955年（昭和30年）の発足

以来何度か名称を変更しているが、

それは公団の業務内容の移り変わり

を反映している。戦後は住宅不足の

解消や住宅の質の向上を目指した

「すまいづくり」だったのが半世紀

の歴史と共に都市や環；境、景観につ

いて考える「まちづくり」へと徐々

にシフトしてきた。具体的には公団

設立後四半世紀が過ぎた1981年（昭

和56年）に、1975年（昭和50年）に

設立された宅地開発公団と合併して

住宅・都市整備公団（住都公団）と

改称された。そしてその後1999年（平

成11年）に都市基盤整備公団（都市

公団）へと組織は再び改編される。

さらには2004年に都市基盤整備公団

と地域振興整備公団が合併してUR

都市機構となった。

　UR都市機構となって大きく変わ

った業務内容のひとつは、今後は老

朽化した団地の建替事業以外は基本

的には自ら新規の住宅建設を行わな

いということである。1955年以来

153万戸という膨大な数の住まいを

建設し続けてきた組織にとっては大

きな方針転換であった。

　新規に住宅建設を行わないという

ことはすなわち、これからは土地を

活用する事業においてプロデュース

業務が主体になっていくということ

である。そこでUR都市機構は「人

が輝く都市をめざして」を企業理念

として掲げ、美しく安全で快適なま

ちづくりを念頭に、より質の高い都

市デザインに取り組むために都市デ

ザインチームを組織した。建築家で

ある私が都市デザインチームのチー

ムリーダーとして招かれた背景に

は、第一には私が「住むことを、デ

ザインする」ということをテーマと

して2003年に完成したUR都市機構

のビッグプロジェクトである「東雲

キャナルコートCODAN」（写真1、2）

の設計者の一人であったことがあげ

られるが、それとは別にUR都市機

構のこれまでのノウハウだけでな

く、それ以外の発想や感覚を積極的

に取り入れようという理由もあった

と聞く。

　一方、わが国の動きとして2003年

7月に「美しい国づくり政策大綱」

が策定され、翌2004年6月に初の景

観に関する法律である「景観法」が

成立されたことで景観的観点からの

都市づくり、街づくりに関する国家

的関心と意識がますます高まってき

た。2005年の6月1日に景観法が全

面施行された時期が都市デザインチ

ーム発足後間もないというタイミン

グも決して偶然ではなく、UR都市

機構が美しい景観による都市づく

り、酒づくりに今後ますます取り組

んでいこうという意識の現われであ

ったと思われる。

敷地から街区・通り、そして街な

みへ：「都市デザインチーム」にお

ける役割

　私自身、都市デザインチーム以前

は建築家として、与えられた敷地の

中でその敷地の条件をいかにして最

大限に生かし設計するかを考え続け

てきた。小さいながらもひとつの敷

地に自分の設計した建築ができるこ

とで、自分の手が及ばない敷地周辺

にも何かインパクトが与えられるこ

とを期待しながらものづくりに励ん

できたつもりである。その一方で敷

地の外はいわば自分がコントロール

できない領域であり、ましてや都市

景観などということも自分の手の届

くところにはとうていないと思って

いた。そのような私が突然、敷地か

ら街区へ、そしてさらには街区を取
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